世界記憶遺産候補・上野三碑(こうずけさんぴ)を読む by 熊倉, 浩靖 & Kumakura, Hiroyasu
世
界
記
憶
遺
産
候
補
・
上
野
三
碑
こうずけさんぴ
を
読
む
熊
倉
浩
靖
読
み
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
｜
古
典
と
し
て
の
上
野
三
碑
二
〇
一
五
年
九
月
二
四
日
、
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
は
、
二
〇
一
七
年
審
査
の
世
界
記
憶
遺
産
（M
em
ory of the W
orld
）
候
補
と
し
て
上
野
三
碑
こうずけさんぴ
（
山
上
やまのうえ
碑ひ
、
多
胡
た
ご
碑ひ
、
金かな
井
沢
い
ざ
わ
碑ひ
）
を
選
考
し
た
。
サ
ブ
テ
ー
マ
は
「
古
代
東
ア
ジ
ア
文
化
を
受
け
容
れ
た
上
野
国
の
人
々
が
文
字
を
刻
み
、
一
三
〇
〇
年
の
間
大
切
に
伝
承
し
て
き
た
日
本
最
古
の
石
碑
群
」。登
録
推
進
運
動
に
当
初
か
ら
関
わ
り
本
学
授
業
で
も
今
年
度
か
ら
「
上
野
三
碑
を
読
む
」
を
開
講
し
た
一
人
と
し
て
、
率
直
に
嬉
し
い
。（「
上
野
こうずけ
の
読
み
は
登
録
申
請
書
に
従
っ
た
）
し
か
し
、
多
く
の
人
々
が
ま
だ
上
野
三
碑
を
知
ら
な
い
。
と
く
に
、
一
三
〇
〇
年
も
前
の
も
の
だ
け
に
「
読
め
な
い
」
と
思
い
込
ん
で
い
る
。
「
今
で
も
読
め
る
」、
そ
れ
も
専
門
家
や
一
部
の
人
々
だ
け
で
な
く
、「
中
学
生
以
上
の
日
本
人
か
日
本
語
を
学
習
さ
れ
て
い
る
人
な
ら
、
世
界
中
の
誰
も
が
読
め
る
」
こ
と
を
普
及
し
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
交
響
曲
第
九
番
の
自
筆
譜
面
と
ア
ン
ネ
の
日
記
が
世
界
記
憶
遺
産
な
の
は
、
前
者
は
上
演
さ
れ
て
歌
い
続
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
後
者
は
各
国
の
言
葉
に
訳
さ
れ
て
読
み
続
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
人
類
共
通
の
価
値
・
財
産
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
知
名
度
が
低
い
」
こ
と
を
指
摘
す
る
声
が
あ
る
が
、
重
要
な
の
は
史
跡
・
文
化
財
と
し
て
の
知
名
度
を
上
げ
る
こ
と
で
は
な
い
。
皆
が
読
め
る
・
読
み
続
け
ら
れ
る
と
い
う
認
知
度
を
上
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
思
い
で
始
め
た
今
年
度
授
業
を
通
し
た
成
果
を
示
し
て
、
世
界
記
憶
遺
産
に
ふ
さ
わ
し
い
認
知
度
向
上
に
資
し
た
い
。
本
稿
の
目
的
は
そ
こ
に
あ
る
。
中
学
生
以
上
な
ら
文
字
が
拾
え
る
上
野
三
碑
左
に
三
碑
そ
れ
ぞ
れ
の
拓
本
と
採
字
を
示
し
た
。
比
較
的
採
字
し
や
す
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
選
考
理
由
の
一
つ
で
あ
る
保
存
の
良
さ
が
証
明
さ
れ
る
。
あ
わ
せ
て
、上
野
三
碑
を
古
典
教
材
と
し
て
扱
え
る
か
ど
う
か
の
一
歩
と
し
て
、
採
字
の
教
育
漢
字
に
占
め
る
状
態
を
調
べ
て
み
た
。
文
字
の
右
側
に
付
し
た
数
字
は
小
学
校
配
当
学
年
、「
中
」は
中
学
校
配
当
漢
字
を
示
す
。
網
掛
け
文
字
は
異
体
字
等
で
、
太
枠
で
囲
ん
だ
文
字
が
教
育
漢
字
外
の
漢
字
で
あ
る
。
山
上
碑
（
六
八
一
年
・
高
崎
市
山
名
町
山
神
谷
）
山
上
碑
は
、
第
一
行
八
字
、
第
二
行
一
五
字
、
第
三
行
一
七
字
、
第
四
行
一
三
字
、
計
五
三
字
か
ら
な
る
。
磨
滅
や
異
体
字
の
た
め
、
第
一
行
の
第
一
字
と
第
三
字
、
第
二
行
の
第
一
字
と
第
六
・
七
字
、
第
一
五
字
、
第
三
行
の
第
五
字
か
ら
第
一
〇
字
ま
で
と
第
一
五
・
一
六
字
は
拾
い
に
く
い
。
41
中巳
４
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１
１
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２
辛
己
歳
集
月
三
日
記
中
２
１
２
３
中
４
３
３
４
２
売
２
２
２
佐
野
三
家
定
賜
健
守
命
孫
黒
賣
刀
自
此
２
１
４
４
４
１
中
４
１
４
４
１
４
新
川
臣
児
斯
多
弥
足
尼
孫
大
児
臣
娶
生
児
２
４
中
２
中
２
３
４
３
２
２
中
長
利
僧
母
為
記
定
文
也
放
光
寺
僧
第
一
行
第
一
字
は
「
辛
」
の
異
体
字
で
、
北
魏
の
胡
明
相
墓
誌
（
五
二
七
年
）、
新
羅
の
南
山
新
城
碑
（
五
九
一
年
）、
法
隆
寺
の
釈
迦
三
尊
像
（
六
二
三
年
）
に
同
じ
字
体
が
見
ら
れ
、
系
譜
が
辿
れ
る
。
第
三
字
は
「
歳
」
の
異
体
字
で
あ
る
。
第
二
行
第
一
字
は
に
「
犬
」
か
「
太
」
と
見
え
る
が
、
類
似
の
字
体
が
難
波
宮
跡
出
土
の
万
葉
仮
名
表
記
の
歌
木
簡
「
皮
留
久
佐
乃
皮
斯
米
之
刀
斯
は
る
く
さ
の
は
じ
め
の
と
し
」
に
見
ら
れ
「
佐
」
と
拾
え
る
。
第
六
字
は
文
意
か
ら
「
賜
」、
第
七
字
は
「
健
」
で
あ
る
。
第
三
行
の
第
五
字
か
ら
第
一
〇
字
ま
で
は
見
に
く
い
が
、「
斯
多
弥
足
尼
」と
拾
わ
れ
て
お
り
、「
足
尼
」
は
埼
玉
稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄
剣
（
四
七
一
年
）
に
類
似
の
字
体
で
登
場
し
て
い
る
。「
」は
繰
り
返
し
の
符
合
、
踊
り
字
で
漢
字
の
外
と
さ
れ
て
い
る
が
、
三
千
年
ほ
ど
前
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
。
上
野
三
碑
の
概
説
書
の
多
く
は
同
じ
役
割
の
「
々
」
を
採
用
し
て
い
る
が
、
字
体
そ
の
も
の
に
則
せ
ば
、
「
」
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
。
第
一
五
字
は
「
娶
」。
第
一
六
字
は
「
三
」
に
見
え
る
が
、
碑
面
を
丁
寧
に
見
て
い
く
と
縦
棒
が
確
認
さ
れ
る
。「
生
」で
よ
い
だ
ろ
う
。
「
己
」
は
、
本
来
は
「
巳
」、「
賣
」
は
「
売
」
の
旧
字
体
、「
」
は
踊
り
字
な
の
で
該
当
学
年
か
ら
外
し
た
が
（
網
掛
け
）、
五
三
文
字
中
、
一
・
二
年
生
で
習
う
字
が
二
〇
字
（
一
八
字
種
）、
三
・
四
年
生
一
八
字
（
一
三
字
種
）、
五
・
六
年
生
な
し
、
中
学
生
八
字
（
七
字
種
）、
教
育
漢
字
外
四
字
（
外
し
た
三
字
を
入
れ
れ
ば
七
字
種
）
と
な
り
、
一
・
二
年
生
で
習
う
漢
字
が
約
四
割
、
五
年
生
に
な
れ
ば
約
七
割
の
文
字
が
拾
え
る
。
た
だ
、
山
上
碑
の
肝
と
も
言
う
べ
き
「
此
」
と
「
娶
」
が
教
育
漢
字
外
な
の
で
、
学
校
教
育
現
場
で
は
工
夫
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
多
胡
碑
（
七
一
一
年
・
高
崎
市
吉
井
町
池
）
５
４
１
２
６
４
３
２
４
中
弁
官
上
野
國
片
郡
緑
野
郡
甘
４
４
１
４
２
１
１
２
４
４
４
３
良
郡
三
郡
内
三
百
戸
郡
成
給
羊
４
２
４
３
５
１
１
１
１
１
１
中
成
多
胡
郡
和
銅
四
年
三
月
九
日
甲
寅
６
１
１
５
１
１
４
１
２
４
５
３
１
宣
左
中
弁
正
五
位
下
多
治
比
真
人
２
５
４
１
３
中
３
２
１
１
２
４
１
１
太
政
官
二
品
穗
積
親
王
左
太
臣
正
二
４
１
１
６
１
２
４
１
１
４
中
２
６
位
石
上
尊
右
太
臣
正
二
位
藤
原
尊
多
胡
碑
は
、
第
一
・
第
二
行
は
一
三
字
ず
つ
で
第
三
行
が
一
四
字
。
第
四
行
で
再
び
一
三
字
と
な
り
、
第
五
行
は
一
四
字
、
第
六
行
は
一
三
字
の
全
八
〇
字
か
ら
な
る
。
文
字
も
大
き
く
、
岡
の
異
体
字
の
「
」
以
外
は
誰
も
が
採
字
で
き
る
。
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「」
は
、
高
句
麗
の
好
太
王
碑
（
四
一
四
年
）・
乙
卯
年
銘
青
銅
製
壺
（
四
一
五
年
）
に
早
く
も
見
ら
れ
、
法
隆
寺
金
堂
の
観
音
菩
薩
造
像
記
銅
板
（
六
九
四
年
）
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
「
」
は
「
符
」
の
異
体
字
と
考
え
ら
れ
、「
穂
積
」
も
、
禾
偏
で
は
な
く
、
示
偏
に
見
え
る
。
興
味
深
い
の
は
「
正
」
の
字
で
、
第
四
行
は
他
の
文
字
同
様
楷
書
体
だ
が
、
第
五
・
六
行
は
草
書
体
と
見
ら
れ
る
。
「
國
」
と
「
」
は
一
応
除
外
し
て
、
一
・
二
年
生
該
当
漢
字
三
五
字
（
二
六
字
種
）、
三
・
四
年
生
該
当
漢
字
二
四
字
（
一
七
字
種
）、
五
・
六
年
生
該
当
漢
字
九
字
（
七
字
種
）、
中
学
生
該
当
漢
字
四
字
（
四
字
種
）
と
な
り
、
教
育
漢
字
外
は
四
字
（
四
字
種
）
だ
け
で
あ
る
。
多
胡
郡
の
「
胡
」
が
教
育
漢
字
外
と
い
う
こ
と
は
あ
る
が
、
一
・
二
年
生
で
半
数
弱
、
小
学
校
卒
業
段
階
で
八
五
％
（
字
種
で
八
三
％
）
の
文
字
が
拾
え
る
。
説
明
を
付
し
て
「
國
」
と
「
」
を
加
え
れ
ば
九
割
近
く
に
な
る
の
で
、
中
学
生
な
ら
ほ
ぼ
全
て
の
文
字
が
採
字
で
き
る
。
金
井
沢
碑
（
七
二
六
年
・
高
崎
市
山
名
町
金
井
沢
）
金
井
沢
碑
は
、
第
一
行
一
二
字
、
第
二
行
一
三
字
、
第
三
・
第
四
行
一
六
字
、
第
五
・
第
六
行
一
五
字
、
第
七
行
一
二
字
、
第
八
行
二
字
、
第
九
行
一
一
字
の
計
一
一
二
字
だ
が
、
文
字
自
体
が
比
較
的
小
さ
い
の
と
磨
滅
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
一
番
採
字
が
し
に
く
い
。
ま
た
、
現
在
に
伝
わ
っ
て
な
い
国
字
も
含
ま
れ
て
い
る
。
全
く
拾
え
な
い
文
字
が
第
二
行
の
第
四
字
、
採
字
は
さ
れ
て
い
る
が
不
安
定
な
の
が
第
三
行
の
第
七
字
か
ら
第
九
字
、
伝
わ
っ
て
い
な
い
国
字
は
第
四
行
の
第
一
一
字
と
第
一
六
字
で
あ
る
。
全
く
拾
え
な
い
文
字
は
□
で
、
国
字
は
■
で
示
し
、
不
安
定
な
部
分
は
網
掛
け
し
、
教
育
漢
字
外
は
太
枠
で
囲
ん
だ
。
摩
滅
が
激
し
く
採
字
が
困
難
な
字
・
国
字
・
旧
字
体
・
異
体
字
を
「
読
め
な
い
」
と
し
た
最
も
厳
し
い
条
件
の
下
で
も
、
小
学
校
一
・
二
年
生
配
当
漢
字
は
五
三
字
で
全
一
一
二
字
の
ほ
ぼ
半
数
。
六
年
生
ま
で
の
配
当
漢
字
は
七
八
字
で
七
割
と
な
る
か
ら
、
多
胡
碑
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
山
上
碑
と
同
水
準
で
あ
る
。
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誰
も
が
読
め
る
上
野
三
碑
、
何
と
書
い
て
あ
る
の
か
次
は
読
み
で
あ
る
。
同
時
代
史
料
と
突
き
合
わ
せ
れ
ば
、
誰
も
が
読
め
る
文
言
の
選
択
で
あ
り
語
順
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
思
い
込
み
で
読
む
と
大
き
な
過
ち
を
犯
す
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
突
き
合
わ
せ
な
が
ら
読
ん
で
い
き
た
い
。
日
本
語
の
語
順
で
書
か
れ
た
最
古
の
碑
・
山
上
碑
採
字
さ
れ
た
山
上
碑
の
碑
文
を
再
掲
し
よ
う
。
辛
己
歳
集
月
三
日
記
佐
野
三
家
定
賜
健
守
命
孫
黒
賣
刀
自
此
新
川
臣
児
斯
多
弥
足
尼
孫
大
児
臣
娶
生
児
長
利
僧
母
為
記
定
文
也
放
光
寺
僧
第
一
行
「
辛
己
歳
集
月
三
日
記
」
の
「
己
」
は
「
巳
」
の
誤
り
と
指
摘
さ
れ
る
が
、
中
国
は
じ
め
東
ア
ジ
ア
世
界
の
至
る
所
で
己
・
已
・
巳
の
混
用
が
行
わ
れ
て
お
り
、
山
上
碑
も
そ
の
枠
内
と
見
ら
れ
る
。
問
題
は
「
集
月
」
で
、
管
見
の
範
囲
で
は
月
の
異
名
と
し
て
の
「
集
月
」
は
見
当
た
ら
な
い
。
六
月
の
異
名
「
焦
月
」
か
と
も
疑
っ
た
が
、
下
の
点
は
三
つ
で
、
今
の
と
こ
ろ
手
詰
ま
り
で
あ
る
。
「
辛かのと
己みの
歳とし
集
月
三
日
み
っ
か
記しる
す
」
と
、
読
ん
で
お
こ
う
。
辛
巳
歳
と
し
て
は
何
時
が
ふ
さ
わ
し
い
か
。
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
以
降
は
年
号
が
使
わ
れ
続
け
て
い
る
の
で
、
七
〇
一
年
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
無
数
に
あ
る
が
、
碑
文
の
中
に
寺
と
僧
が
登
場
す
る
こ
と
、
文
字
の
使
い
方
な
ど
か
ら
六
八
一
年
説
が
有
力
で
、
異
論
は
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
第
二
行
「
佐
野
三
家
定
賜
健
守
命
孫
黒
賣
刀
自
此
」
の
「
野
」
を
「
ぬ
」
と
読
む
説
が
あ
っ
た
が
、
橋
本
進
吉
博
士
ら
の
研
究
で
「
野
」
の
読
み
は
「
の
甲
類
」
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
の
で
「
さ
の
」
と
読
む
べ
き
だ
ろ
う
。『
万
葉
集
』
の
原
表
記
を
尋
ね
れ
ば
「
野
」
の
音
価
の
定
着
は
鮮
明
で
あ
る
。
「
三
家
」
は
、
正
倉
院
に
残
さ
れ
て
い
る
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
の
文
書
に
筑
前
国
早
良
郡
額
田
郷
の
人
物
が
自
ら
の
氏
の
名
を
「
三
家
」「
三
宅
」
の
二
通
り
の
表
記
で
書
い
て
い
る
の
で
「
み
や
け
」
で
間
違
い
な
い
。『
日
本
書
紀
』
な
ど
に
屯
倉
と
書
か
れ
る
王
権
の
直
轄
地
な
い
し
特
区
的
な
開
発
拠
点
で
あ
る
。
「
定
賜
」
は
一
括
り
の
言
葉
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
て
お
り
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
な
ど
は
「
定
賜
〇
〇
国
造
」
と
慣
用
句
化
し
て
い
る
が
、『
古
事
記
』『
万
葉
集
』
に
も
頻
出
し
て
お
り
、「
さ
だ
め
た
ま
ふ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
賜
ふ
」
の
主
語
は
王
権
で
あ
っ
て
、
佐
野
三
家
は
主
語
に
は
な
り
え
な
い
。
佐
野
三
家
は
、
王
権
に
よ
っ
て
定
賜
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
正
し
く
表
現
す
る
と
す
れ
ば
、「
佐
野
三
家
を
定
賜
さだめたまは
る
」
と
な
る
。
人
名
な
ど
の
「
た
け
（
る
）」
に
は
武
か
建
が
当
て
ら
れ
る
場
合
が
多
い
が
、『
肥
前
国
風
土
記
』
は
「
た
け
（
る
）」
に
「
健
」
を
当
て
て
い
る
の
で
「
健
守
命
」
で
「
た
け
も
り
の
み
こ
と
」
で
良
い
だ
ろ
う
。
孫
は
「
ま
ご
」
だ
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
ま
ま
の
読
み
で
良
い
か
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
。「
賣
」は「
め
甲
類
」、
「
刀
」
は
「
と
甲
類
」、「
自
」
は
「
じ
」
の
音
仮
名
だ
か
ら
、「
黒
賣
刀
自
」
で
「
く
ろ
め
と
じ
」。
次
の
文
字
は
「
此
」
の
当
時
の
流
行
字
体
で
「
こ
れ
」
だ
が
、
全
体
で
は
「
佐
野
さ
の
の
三
家
み
や
け
を
定
賜
さだめたまは
る
健
守
命
たけもりのみことの
孫
、
黒
賣
く
ろ
め
刀と
自じ
、
此これ
を
」
と
読
め
る
。
「
此
を
」
と
読
む
理
由
に
つ
い
て
は
、
後
述
し
た
い
。
第
三
行
の
「
新
」
の
訓
読
み
は
「
に
ひ
・
に
ふ
」
で
、「
あ
ら
」
を
表
す
場
合
は
「
荒
」
が
使
わ
れ
る
。「
新
川
」
で
「
に
ひ
か
は
」
だ
ろ
う
。「
臣
」
は
「
お
み
」、
「
児
」
は
「
こ
」
と
訓
読
み
し
て
よ
い
だ
ろ
う
が
、「
臣
」
が
明
確
な
姓
か
は
分
か
ら
な
い
。「
児
」で
系
譜
を
綴
っ
て
い
く
書
き
方
は
、
埼
玉
稲
荷
山
古
墳
鉄
剣
銘
や
法
隆
寺
献
納
宝
物
の
辛
亥
年
銘
観
音
菩
薩
像
台
座
銘
（
六
五
一
年
）
な
ど
比
較
的
古
い
金
石
文
に
多
く
、
ま
た
聖
徳
太
子
の
伝
記
で
あ
る
『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
に
集
中
し
て
見
ら
れ
る
。『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
で
は
「
子
」
で
あ
る
。
「
斯
多
弥
足
尼
」
は
「
し
た
だ
み
の
す
く
ね
」
と
読
ま
れ
て
お
り
、「
し
た
だ
み
」
は
小
型
の
巻
貝
で
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
万
葉
集
』
に
も
出
て
い
る
。
「
足
尼
」
は
「
す
く
ね
」
と
読
ま
れ
「
宿
禰
」
の
比
較
的
古
層
の
表
記
で
あ
る
。
「
大
児
臣
」
は
「
お
ほ
ご
の
お
み
」
が
良
い
だ
ろ
う
が
、
問
題
は
「
娶
生
児
」
で
あ
る
。「
娶
生
児
」
の
用
例
は
『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
に
集
中
し
て
見
ら
れ
、
男
性
が
女
性
を
娶めと
り
、
児
を
生
む
と
い
う
意
で
使
わ
れ
て
い
る
。
山
上
碑
で
は
、
44群馬県立女子大学紀要 第37号
大
児
臣
が
黒
賣
刀
自
を
「
娶
し
生
む
児
」
と
読
む
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。
「
新
川
にひかはの
臣おみ
の
児
、
斯
多
弥
足
尼
し
た
だ
み
の
す
く
ね
の
孫
、
大
児
おほごの
臣おみ（
が
）
娶めと
し
生
む
児
」
で
あ
る
。第
四
行
冒
頭
の
「
長
利
僧
」
は
第
三
行
の
「
児
」
と
同
格
の
存
在
で
あ
る
。
「
僧
」
は
梵
語sam
gha
の
漢
音
訳
で
、
意
訳
が
「
法
師
」
だ
か
ら
、「
そ
う
」
と
読
む
べ
き
か
「
ほ
ふ
し
」
と
読
む
べ
き
か
は
悩
ま
し
い
。『
日
本
書
紀
』
に
〇
〇
僧
と
い
う
用
例
が
な
い
こ
と
は
判
断
を
さ
ら
に
難
し
く
し
て
い
る
が
、
孝
徳
天
皇
の
巻
で
同
一
の
僧
侶
を
「
僧
旻
」「
旻
法
師
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
を
参
考
と
す
れ
ば
、「
ほ
ふ
し
」
の
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。「
長
利
」
を
「
な
が
と
し
」
と
読
む
か
「
ち
ょ
う
り
」
と
読
む
か
は
な
お
悩
ま
し
く
、
ル
ビ
振
り
を
留
保
し
た
い
。
「
母
為
記
定
文
也
」
は
明
ら
か
に
日
本
語
の
語
順
に
よ
っ
て
い
る
が
、
建
碑
の
主
体
が
長
利
僧
で
、
対
象
が
母
・
黒
賣
刀
自
で
あ
る
こ
と
が
鮮
明
に
伝
わ
る
。
建
碑
の
対
象
が
黒
賣
刀
自
だ
か
ら
こ
そ
、
第
二
行
の
最
後
に
黒
賣
刀
自
と
同
格
の
「
此
」
を
重
ね
て
「
此
を
」
と
読
み
、「
此
を
」
大
児
臣
が
「
娶
し
た
」
と
書
い
た
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
主
語
が
長
利
僧
だ
か
ら
こ
そ
、
第
三
行
の
最
後
に
「
娶
し
生
む
児
」
と
書
い
て
、
そ
の
児
と
同
格
の
長
利
僧
を
第
四
行
の
頭
に
持
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
行
替
え
を
活
用
し
た
見
事
な
ま
で
の
作
文
で
あ
る
。
こ
の
構
造
の
把
握
が
曖
昧
で
は
、
一
つ
一
つ
の
文
言
が
読
め
て
も
、
山
上
碑
を
読
ん
だ
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。「
野＝
の
」「
定さだめ
賜たま
は
る
」
の
読
み
と
共
に
、「
此
を・
」「
娶めと
し
生
む
児
」
と
読
む
共
通
理
解
を
早
急
に
図
り
た
い
。
「
放
光
寺
」
は
地
名
＋
寺
と
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
音
読
で
よ
い
だ
ろ
う
。
「
長
利
僧ほふし、
母はは
の
為ため
に
記しるし
定さだむ
文ふみ
也なり
放
光
寺
の
僧ほふし」
と
な
る
。
若
干
の
説
明
を
付
し
て
全
体
を
通
読
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
辛かのと
己みの
（＝
巳
）
歳とし
（
六
八
一
年
）
集
月
三
日
み
っ
か
記しる
す
。
佐
野
さ
の
の
三
家
み
や
け
（
管
理
者
）
を
定
賜
さだめたまは
る
健
守
命
たけもりのみことの
孫
、
黒
賣
く
ろ
め
刀と
自じ
、
此これ
を
、
新
川
にひかはの
臣おみ
の
児
、
斯
多
弥
足
尼
し
た
だ
み
の
す
く
ね
の
孫
、
大
児
おほごの
臣おみ
（
が
）
娶めと
し
生
む
児
、
長
利
僧ほふし、
母はは
の
為ため
に
記しるし
定さだむ
文ふみ
也なり
放
光
寺
の
僧
ほふし
現
代
語
訳
な
ど
不
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ま
ま
で
明
瞭
に
内
容
が
把
握
で
き
る
。
テ
ニ
ヲ
ハ
表
現
の
た
め
の
万
葉
仮
名
は
未
だ
挿
入
さ
れ
て
い
な
い
が
、
漢
字
・
漢
文
を
換
骨
奪
胎
し
て
、
文
法
も
音
価
も
異
な
る
日
本
語
を
、
言
葉
の
並
び
の
ま
ま
に
書
き
表
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
明
ら
か
に
日
本
語
で
の
表
記
で
あ
る
。
世
界
記
憶
遺
産
登
録
申
請
書
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
山
上
碑
は
完
全
な
形
で
現
存
す
る
日
本
最
古
の
石
碑
で
あ
る
。
つ
ま
り
完
全
な
形
で
現
存
す
る
日
本
最
古
の
日
本
語
表
記
の
碑
で
あ
る
。
碑
に
表
す
と
い
う
こ
と
は
、
高
ら
か
に
宣
言
す
る
こ
と
で
あ
り
、
読
み
継
が
れ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
山
上
碑
が
建
て
ら
れ
た
当
時
、
こ
の
地
に
は
長
利
僧
と
同
水
準
で
日
本
語
を
読
み
書
き
で
き
る
人
が
あ
ま
た
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
語
を
書
き
表
す
営
み
の
流
れ
に
つ
い
て
は
別
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
七
世
紀
の
半
ば
か
ら
様
々
な
素
材
に
日
本
語
ら
し
い
表
現
が
見
え
て
来
る
。
そ
し
て
山
上
碑
の
六
八
一
年
前
後
に
爆
発
的
に
増
え
る
。
山
上
碑
は
そ
れ
ら
を
代
表
す
る
生
き
証
人
で
あ
る
。
放
光
寺
を
当
代
上
毛
野
国
最
大
の
寺
・
山
王
廃
寺
（
前
橋
市
総
社
町
）
と
み
な
す
説
が
有
力
で
あ
る
。長
利
僧
は
当
代
最
高
の
知
識
層
に
連
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
山
上
碑
は
、
そ
こ
ま
で
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
亡
き
母
へ
の
感
謝
の
碑
で
あ
る
。
墓
碑
か
供
養
碑
か
と
い
う
議
論
も
あ
る
が
、
感
謝
の
碑
で
あ
る
こ
と
も
、
も
っ
と
強
調
さ
れ
て
良
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
碑
文
に
は
母
方
だ
け
で
な
く
父
方
の
系
譜
も
書
か
れ
て
い
る
。
双
方
の
系
譜
を
整
理
す
る
と
左
の
通
り
と
な
る
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
双
方
と
も
に
長
利
僧
の
祖
父
母
が
書
か
れ
て
い
な
い
。
健
守
命
｜
○
｜
黒
賣
刀
自｜
長
利
僧
新
川
臣
｜
斯
多
弥
足
尼
｜
○
｜
大
児
臣
そ
こ
で
、
こ
の
「
孫
」
は
い
わ
ゆ
る
孫
で
は
な
く
、
子
孫
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
通
り
だ
が
、
子
孫
を
意
味
す
る
孫
を
『
古
事
記
』
は
「
ひ
こ
」、
『
日
本
書
紀
』
は
「
み
ま
ご
」
と
読
ん
で
い
て
、
ど
う
読
む
か
は
決
し
が
た
い
。
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地
域
の
側
か
ら
郡
の
新
設
を
描
い
た
多
胡
碑
多
胡
碑
の
採
字
は
比
較
的
明
確
で
揺
れ
が
少
な
い
。
再
掲
し
よ
う
。
弁
官
上
野
國
片
郡
緑
野
郡
甘
良
郡
三
郡
内
三
百
戸
郡
成
給
羊
成
多
胡
郡
和
銅
四
年
三
月
九
日
甲
寅
宣
左
中
弁
正
五
位
下
多
治
比
真
人
太
政
官
二
品
穂
積
親
王
左
太
臣
正
二
位
石
上
尊
右
太
臣
正
二
位
藤
原
尊
傍
線
を
付
し
た
部
分
が
『
続
日
本
紀
』
の
和
銅
四
年
（
七
一
一
）
三
月
辛
亥
条
の
記
載
「
割
テ
上
野
ノ
國
甘かむ
良らの
郡こほりノ
織おり
裳も
・
韓
級
からしな
・
矢
田
や
た
・
大
家
おほやけ
、
緑
野
みどのの
郡こほりノ
武む
美み
、
片
岡
郡
かたをかのこほりノ
山やま
等
六
郷
ヲ
、
別
ニ
置
ク
多
胡
郡
ヲ
」（
読
み
・
送
り
点
は
国
史
大
系
本
に
よ
る
）
と
符
合
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
胡
郡
設
置
を
記
す
碑
と
見
ら
れ
て
い
る
。
異
論
は
な
い
が
、
表
現
が
か
な
り
違
っ
て
い
る
。
『
続
日
本
紀
』
は
、
多
胡
郡
設
置
を
命
ず
る
太
政
官
符
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。
符
の
書
式
か
ら
内
容
を
復
元
し
て
、
多
胡
碑
の
表
現
と
の
違
い
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
そ
こ
か
ら
、
多
胡
碑
の
特
徴
が
あ
ぶ
り
出
さ
れ
る
。
発
給
さ
れ
た
太
政
官
符
を
復
元
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
と
推
定
さ
れ
る
。
（「
郷
」
の
表
記
は
、
和
銅
四
年
当
時
の
地
方
制
度
に
従
い
「
里
」
に
戻
し
た
）
太
政
官
符
ス
上
野
國
ノ
司
ニ
割
テ
上
野
ノ
國
甘
良
郡
ノ
織
裳
・
韓
級
・
矢
田
・
大
家
、
緑
野
郡
ノ
武
美
、
片
岡
郡
ノ
山
等
六
里
ヲ
、
別
ニ
置
ク
多
胡
郡
ヲ
符
到
ラ
バ
奉
行
セ
ヨ
左
中
弁
正
五
位
下
多
治
比
真
人
某
史
位
姓
名
（
不
明
）
和
銅
四
年
三
月
六
日
辛
亥
使
人
位
姓
名
（
不
明
）
鈴
剋
（
不
明
）
碑
文
と
太
政
官
符
と
の
違
い
は
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。
碑
文
符
書
出
弁
官
符
上
野
国
太
政
官
符
上
野
国
司
事
実
書
①
片
郡
緑
野
郡
甘
良
郡
三
郡
内
三
百
戸
郡
成
②
片
岡
・
緑
野
・
甘
良
の
順
①
割
甘
良
郡
織
裳
…
片
岡
郡
山
等
六
里
、
別
置
多
胡
郡
②
甘
楽
・
緑
野
・
片
岡
の
順
発
給
日
付
・
位
署
の
順
位
署
・
日
付
の
順
日
付
九
日
甲
寅
辛
亥
（
六
日
）
議
政
官
位
姓
あ
り
（
太
政
官
…
）
な
し
給
羊
あ
り
（
給
羊
成
多
胡
郡
）
な
し
宣
あ
り
（
宣
左
中
弁
…
）
な
し
か
な
り
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
要
約
と
か
省
略
と
い
う
問
題
で
は
な
い
。
違
い
の
原
因
が
推
測
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
検
討
し
て
い
こ
う
。
【
日
付
の
違
い
】
符
の
発
給
日
が
六
日
辛
亥
、
到
着
日
が
九
日
甲
寅
と
い
う
解
釈
も
あ
る
が
、
法
令
・
制
度
で
は
発
給
日
重
視
で
あ
る
。『
続
日
本
紀
』
を
見
る
と
、
六
日
辛
亥
に
二
つ
の
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、多
胡
郡
設
置
は
後
半
部
な
の
で
、
編
纂
過
程
で
甲
寅
が
脱
落
し
て
前
の
記
事
と
一
つ
に
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
こ
と
は
多
胡
碑
の
真
正
性
を
証
明
す
る
要
素
に
も
挙
げ
ら
れ
う
る
。
【
三
百
戸
と
い
う
記
載
】
紙
幅
の
関
係
で
詳
細
は
省
略
す
る
が
、
地
方
制
度
は
国
・
評
・
五
十
戸
で
始
ま
り
、
五
十
戸
と
書
い
て
「
さ
と
」
と
読
ま
れ
て
き
た
。
五
十
戸
が
里
へ
と
変
わ
る
の
は
六
八
三
年
頃
と
見
ら
れ
て
い
る
。
六
×
五
十
戸＝
三
百
戸
だ
か
ら
、
三
百
戸
と
六
里
が
同
一
の
実
体
を
表
す
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
六
里
と
三
百
戸
で
は
文
字
数
も
ほ
と
ん
ど
違
わ
ず
文
意
が
変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。
多
胡
碑
は
よ
り
古
い
表
記
を
採
用
し
た
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。
戸
あ
る
い
は
里
が
自
然
の
家
族
や
地
域
単
位
で
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
多
胡
碑
が
よ
り
古
い
表
現
を
採
用
し
て
い
る
の
は
、
地
域
の
実
情
を
正
確
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
た
た
め
で
は
な
い
か
。
多
胡
郡
設
置
命
令
に
伴
っ
て
三
郡
内
の
三
百
戸
が
里
へ
と
編
成
さ
れ
、
里
の
名
を
確
定
さ
れ
た
可
能
性
も
推
測
さ
れ
る
。
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【
符
と
碑
の
最
大
の
違
い
】
符
と
碑
の
最
大
の
違
い
は
事
実
書
の
中
核
を
な
す
「
割
上
野
國
甘
良
郡
織
裳
・
韓
級
・
矢
田
・
大
家
、
緑
野
郡
武
美
、
片
岡
郡
山
等
六
里
、
別
置
多
胡
郡
」（
符
）
と
「
上
野
國
片
郡
、
緑
野
郡
、
甘
良
郡
、
三
郡
内
三
百
戸
郡
成
」（
碑
）
の
違
い
で
あ
る
。
碑
の
「
（
あ
は
）
せ
て
…
郡
を
成
す
」
と
符
の
「
割
き
て
…
郡
を
置
く
」
で
は
視
線
が
完
全
に
逆
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
の
国
・
郡
設
置
は
「
割
（
ま
た
は
分
）
国
（
郡
）
…
（
始
ま
た
は
別
）
置
（
ま
た
は
建
）
国
（
郡
）」
が
定
型
で
あ
る
。
多
胡
碑
碑
文
の
「
…
郡
成
」
と
い
う
表
現
、
そ
の
地
に
暮
ら
し
て
い
る
人
々
が
自
ら
の
地
域
を
（
併
）
せ
て
郡
を
成
し
た
と
い
う
表
現
は
特
異
で
あ
る
。
こ
の
、
地
域
か
ら
の
視
線
、
主
体
的
な
表
現
こ
そ
多
胡
碑
文
の
核
心
で
あ
る
。
【
郡
の
記
載
順
序
】
符
が
甘
良
・
緑
野
・
片
岡
の
順
に
郷
名
を
記
す
の
に
対
し
、
碑
は
片
・
緑
野
・
甘
良
の
順
で
あ
る
。
二
世
紀
ほ
ど
後
の
成
立
の
『
和
名
類
聚
抄
』
で
は
片
岡
・
甘
楽
・
多
胡
・
緑
野
で
あ
る
。『
和
名
類
聚
抄
』
は
多
胡
郡
に
割
か
れ
な
か
っ
た
片
岡
郡
内
に
多
胡
郷
が
あ
る
と
も
記
し
て
い
る
。
小
さ
な
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、
多
胡
郡
成
立
事
情
と
し
て
検
討
し
た
い
課
題
で
あ
る
。
多
胡
碑
自
身
の
視
線
で
見
直
す
と
、他
の
文
言
は
ど
う
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
か
。
【
碑
だ
け
に
見
え
る
事
柄
①
羊
は
人
か
動
物
か
な
ぜ
多
胡
郡
か
】
最
初
に
目
に
つ
く
の
は
「
三
郡
内
三
百
戸
郡
成
」
に
続
く
「
給
羊
成
多
胡
郡
」
で
あ
る
。「
多
胡
郡
」
の
名
は
『
続
日
本
紀
』
に
明
記
さ
れ
て
い
る
が
「
羊
」
と
い
う
文
言
は
『
続
日
本
紀
』
に
見
ら
れ
な
い
。
符
に
も
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
「
三
郡
内
三
百
戸
郡
成
」で
一
つ
の
文
脈
が
終
わ
っ
て
い
る
だ
け
に
、「
給
羊
」
を
ど
う
読
み
「
成
多
胡
郡
」
に
ど
う
繫
ぐ
か
は
碑
文
解
釈
の
鍵
と
も
言
え
る
。
漢
語
の「
給
」は
二
重
の
目
的
語
を
取
る
授
与
動
詞
だ
が
、英
語
のgive
と
違
っ
て
、
直
接
目
的
語
、
間
接
目
的
語
の
位
置
が
定
ま
っ
て
い
な
い
。
文
脈
で
読
む
。
羊
が
間
接
目
的
語
な
ら
人
名
、
直
接
目
的
語
な
ら
動
物
と
な
る
。
つ
ま
り
、「
羊
に
給
う
」
な
ら
人
名
、「
羊
を
給
う
」
な
ら
動
物
で
あ
る
。
そ
こ
で
直
接
目
的
語
を
Ａ
、
間
接
目
的
語
を
Ｂ
と
し
て
、『
日
本
書
紀
』『
続
日
本
紀
』『
古
事
記
』『
万
葉
集
』
で
「
給
」
の
用
例
を
検
索
し
て
み
た
。
結
果
、『
古
事
記
』
一
六
例
の
う
ち
七
割
が
給
Ａ
例
、『
日
本
書
紀
』
四
七
例
の
う
ち
、
熟
語
・
律
令
用
語
の
供
給
・
賑
給
・
給
復
一
九
例
を
除
く
二
八
例
の
七
割
以
上
が
給
Ａ
例
で
あ
る
。『
続
日
本
紀
』
は
例
が
多
い
の
で
和
銅
四
年
を
挟
む
巻
四
・
五
の
み
を
見
た
が
、
二
二
例
中
給
Ｂ
例
は
一
つ
も
な
か
っ
た
。『
万
葉
集
』
は
八
首
の
中
に
一
例
ず
つ
あ
り
給
Ａ
例
三
、
補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」
五
例
で
あ
る
。
用
例
か
ら
見
る
限
り
、
給
Ａ
（
直
接
目
的
語
）
つ
ま
り
動
物
説
が
有
利
で
あ
る
。
ま
た
、
羊
が
日
本
に
い
て
利
用
さ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
史
料
が
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
七
年
（
五
九
四
）
条
で
、「
百
済
、
駱
駝
一
匹
、
驢
一
匹
、
羊
二
頭
、
白
雉
一
隻
を
貢
ぐ
」（
原
漢
文
）と
記
し
て
い
る
。
繁
殖
し
た
か
は
不
明
だ
が
、
羊
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
『
延
喜
式
』
の
記
載
で
、
上
野
国
の
隣
国
・
下
野
国
か
ら
毎
年
「
氈
（
か
も
）
十
枚
」
を
朝
廷
に
献
上
す
る
と
書
い
て
い
る
（
巻
十
五
内
蔵
寮
・
諸
国
年
料
供
進
条
、
巻
二
十
三
民
部
下
・
下
野
国
条
）。「
氈
」
と
は
、
羊
毛
な
ど
に
熱
や
圧
力
を
加
え
て
作
る
板
状
の
毛
織
の
敷
物
の
こ
と
。
献
上
は
下
野
国
だ
け
の
特
産
品
で
あ
る
。
正
倉
院
に
多
数
の
毛
氈
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
全
て
が
海
外
か
ら
の
将
来
品
と
は
限
ら
な
い
。
下
野
国
内
で
作
ら
れ
た
毛
氈
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
隣
国
・
下
野
国
だ
け
に
気
に
か
か
る
。
下
野
国
に
は
氈
の
名
を
伝
え
る
「
三
毳
み
か
も
（
山
）」
の
地
名
も
あ
り
、
奈
良
・
平
安
ま
で
確
実
に
遡
れ
る
。
「
か
も
」
は
や
ま
と
こ
と
ば
だ
ろ
う
が
、
氈
は
中
国
の
北
・
西
部
の
遊
牧
民
の
間
で
作
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
人
々
は
胡
人
と
呼
ば
れ
て
い
た
。「
給
羊
成
多
胡
郡
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
給
羊
」
と
「
成
多
胡
郡
」
は
一
連
の
文
言
で
あ
る
。
「
給
羊
」
が
「
成
多
胡
郡
」
の
理
由
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
多
胡
郡
は
新
羅
系
を
中
心
と
す
る
多
数
の
渡
来
系
の
人
々
が
い
た
最
先
端
産
業
地
帯
で
あ
っ
た
。
甘
良
郡
も
韓
郡
だ
が
、
単
に
渡
来
の
人
々
、
と
く
に
新
羅
系
の
人
々
の
た
め
の
新
郡
設
置
で
あ
れ
ば
新
羅
郡
で
充
分
で
あ
る
。現
に
霊
亀
二
年（
七
一
六
）
高
句
麗
系
の
人
々
の
た
め
に
武
蔵
国
に
置
か
れ
た
郡
は
高
麗
こ
ま
郡
と
名
づ
け
ら
れ
、
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
新
羅
系
の
人
々
の
た
め
に
同
じ
く
武
蔵
国
に
置
か
れ
た
郡
は
新
羅
し
ら
ぎ
郡
と
さ
れ
た
。
わ
ざ
わ
ざ
多
胡
郡
と
命
名
し
た
背
景
に
、
遥
か
西
方
の
最
先
端
技
術
で
あ
る
牧
羊
・
氈
製
作
を
想
像
し
た
い
。
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通
説
で
あ
る
羊
人
名
説
の
核
心
で
あ
る
「
羊
子
三
」
ヘ
ラ
描
き
瓦
の
、「
羊
」
と
読
ま
れ
て
来
た
文
字
を
「
辛
」
つ
ま
り
辛
科
（
韓
級
）
郷
の
表
記
と
見
る
説
が
有
力
に
な
り
、
続
く
「
子
」
は
天
平
神
護
二
年
（
七
六
六
）
に
吉
井
連
を
賜
姓
さ
れ
た
「
新
羅
人
子
午
足
」
に
連
な
る
氏うぢ
名な
と
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
あ
え
て
異
を
唱
え
て
み
た
。
【
碑
だ
け
に
見
え
る
事
柄
②
宣
と
議
政
官
位
姓
】
碑
に
は
、
な
ぜ
か
太
政
官
符
の
書
式
に
は
認
め
ら
れ
な
い
「
宣
」
と
い
う
文
言
と
議
政
官
（
政
策
の
最
終
決
定
者
で
あ
る
（
知
）
太
政
官
（
事
）・
左
大
臣
・
右
大
臣
）名
が
見
え
る
。「
宣
」は
天
皇
の
命
令
な
い
し
伝
達
に
使
わ
れ
る
文
言
で
あ
る
。
郡
設
置
は
国
家
の
大
事
だ
け
に
、
符
に
署
名
し
命
令
を
伝
え
た
左
中
弁
の
存
在
が
「
宣の
る
は
左
中
弁
」
と
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
碑
文
の
構
成
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、
議
政
官
名
の
列
記
と
合
わ
せ
て
後
段
で
少
し
検
討
を
加
え
た
い
。
【
弁
官
符
を
ど
う
読
む
か
】
冒
頭
の
「
弁
官
符
」
を
ど
う
読
む
か
は
多
く
の
研
究
者
を
悩
ま
せ
て
き
た
。
四
つ
の
可
能
性
が
あ
る
。
①
太
政
官
符
の
別
称
・
異
称
と
見
る
②
弁
官
か
ら
（
発
給
さ
れ
た
）
符
と
読
む
③
弁
官
を
主
語
と
し
て
「
弁
官
符
す
」
と
読
む
④
弁
を
動
詞
と
し
て
「
官
符
を
弁
」
と
読
む
ど
の
可
能
性
が
高
い
か
を
探
る
最
初
は
「
弁
」
の
用
例
で
あ
ろ
う
。
『
古
事
記
』
は
序
文
に
「
乾あまつ
符しるし（
帝
位
を
示
す
璽しるし）」
の
文
言
が
あ
る
だ
け
で
、
本
文
に
は
「
符
」
と
い
う
文
字
は
一
字
も
な
い
。『
万
葉
集
』
に
は
「
符
」
と
い
う
文
字
自
体
が
使
わ
れ
て
い
な
い
。『
日
本
書
紀
』は
一
四
例
あ
る
が
、
乾
符
と
同
義
の
璽
符
四
例
、「
ふ
」の
音
仮
名
七
例
、
符
合
一
例
で
、
命
令
と
見
ら
れ
る
例
も
二
例
あ
る
が
言
葉
の
中
の
登
場
で
、
符
と
い
う
形
式
は
大
宝
令
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
動
詞
と
し
て
の
使
わ
れ
方
も
な
い
。
『
続
日
本
紀
』
は
四
四
例
で
、
祥
符
の
類
が
四
例
、
瑞
兆
を
記
す
符
瑞
書
の
類
が
八
例
で
、
残
り
三
三
例
が
命
令
だ
が
、
官
符
一
一
例
、
太
政
官
符
二
例
で
、
弁
官
符
と
い
う
用
例
は
な
く
、
動
詞
と
し
て
の
使
用
例
も
な
い
。
以
上
か
ら
①
太
政
官
符
の
別
称
・
異
称
、
③
「
弁
官
符
す
」
の
可
能
性
は
低
い
。
そ
こ
で
次
に
弁
（
辨
）
の
用
例
を
見
る
と
、『
日
本
書
紀
』
に
は
二
一
例
あ
り
、
大
弁
官
と
い
う
用
例
が
二
例
と
僧
の
名
の
一
部
が
六
例
の
他
は
、
熟
語
を
含
め
て
動
詞
と
し
て
の
用
例
と
見
ら
れ
る
。『
古
事
記
』
一
五
例
、『
万
葉
集
』
三
首
は
、
全
て
「
べ
甲
類
」
の
音
仮
名
で
あ
る
。
一
方『
続
日
本
紀
』は
三
一
六
例
も
あ
り
、
僧
の
名
の
一
部
を
除
け
ば
、
大
弁
・
中
弁
な
ど
全
て
弁
官
に
関
わ
る
使
わ
れ
方
で
あ
る
。動
詞
と
し
て
の
用
例
は
な
い
。
つ
ま
り
弁
（
辨
）
は
、『
日
本
書
紀
』
は
動
詞
と
し
て
使
い
、『
続
日
本
紀
』
は
弁
官
に
関
わ
る
文
言
と
し
て
使
う
と
い
う
対
照
的
な
使
わ
れ
方
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
④
「
官
符
を
弁
」
が
第
一
候
補
、
②
弁
官
か
ら
の
符
が
第
二
候
補
と
な
る
。
動
詞
と
し
て
読
む
と
す
れ
ば
、『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
十
二
年
（
六
〇
四
）
条
に
載
せ
ら
れ
た
憲
法
十
七
条
最
後
の
条
の
「
わ
き
ま
ふ
」
が
、
落
ち
着
き
が
良
い
。
事
を
独
断
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
条
で
「
十
七
曰
、
そ
れ
事
を
ば
独
断
ひとりさだむべ
か
ら
ず
。
必
ず
衆
もろもろと
論
あげつらふ
べ
し
。
少
事
いささけのことは
是これ
軽
し
。
必
ず
し
も
衆
と
す
べ
か
ら
ず
。
唯ただ
大
事
おほきなることを
論
ふ
に
逮いたりて
は
、
若も
し
失
あやまり
有あら
ん
こ
と
を
疑
ふ
。
故かれ
、
衆
と
相あひ
辨
（
弁
）
わ
き
ま
ふ
る
は
辞こと
す
な
わ
ち
理
ことわりを
得う
。」
と
あ
る
。
皆
で
よ
く
議
論
し
理
解
し
あ
っ
た
上
で
事
に
臨
め
と
い
う
条
で
あ
る
。
「
官
符
を
弁
（
わ
き
ま
）
ふ
」
と
読
め
ば
、「
官
符
を
よ
く
理
解
し
て
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
説
明
を
加
え
碑
面
通
り
の
構
成
に
従
っ
て
読
み
を
記
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
弁
わきまへ
官
符
ヲ
（
官
符
を
理
解
し
て
）、
上
野
國
かみつけののくにの
片
郡
かたをかのこほり、
緑
野
郡
みどののこほり
、
甘かむ
良らの
郡こほり、
あは
せ
て
三
郡
の
内うち
、
三
百
戸
を
郡こほりと
成な
す
。
給たまは
リ
羊
ヲ
、
成
ス
多
胡
郡
ト
。
和
銅
わ
ど
う
四
年
（
七
一
一
）
三
月
九
日
甲きのえ
寅とら
な
り
。
宣の
る
は
左
中
弁
正
五
位
下
多
治
比
た
ぢ
ひ
の
真
人
ま
ひ
と
。
（
知
）
太
政
官
（
事
）
は
二
品
に
ほ
ん
穂
積
ほづみの
親
王
み
こ
、
左
太
（＝
大
）
臣
は
正
二
位
石
上
いそのかみの
尊みこと、
右
太
（＝
大
）
臣
は
正
二
位
藤
原
尊
。
「
給
羊
成
多
胡
郡
」
は
漢
文
構
文
だ
が
、
山
上
碑
の
「
賜
」
同
様
、「
給
」
も
王
権
な
い
し
国
家
が
主
語
と
見
ら
れ
、
多
胡
郡
を
成
り
立
た
せ
た
人
々
は
主
語
と
は
な
り
え
な
い
。
そ
こ
で
「
給たま
ふ
」
で
は
な
く
「
給たまはる
」
と
読
む
べ
き
だ
ろ
う
。
48群馬県立女子大学紀要 第37号
山
上
碑
同
様
、
現
代
語
訳
な
ど
不
要
だ
ろ
う
が
、
構
文
的
に
は
前
半
三
行
と
後
半
三
行
と
に
分
か
れ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
前
半
三
行
は
符
に
基
づ
い
て
多
胡
郡
を
成
立
さ
せ
た
地
域
の
人
々
の
行
動
の
記
録
で
あ
り
、
後
半
三
行
は
多
胡
郡
新
設
を
命
じ
た
国
家
意
思
あ
る
い
は
多
胡
郡
成
立
の
背
景
説
明
と
考
え
ら
れ
る
。
三
行
ず
つ
と
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
四
〇
字
ず
つ
で
あ
る
こ
と
や
、
符
の
書
式
と
は
異
な
っ
て
、
符
発
給
日
と
見
ら
れ
る
年
月
日
が
符
発
給
責
任
者
の
署
名
の
前
に
あ
る
こ
と
も
理
解
し
や
す
い
。
日
付
は
多
胡
郡
の
成
立
に
と
っ
て
不
可
欠
の
事
柄
だ
が
、
重
要
人
物
で
あ
っ
て
も
左
中
弁
の
存
在
は
多
胡
郡
成
立
に
と
っ
て
不
可
欠
の
事
柄
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
国
家
意
思
の
決
定
者
、
体
現
者
で
あ
る
議
政
官
と
と
も
に
多
胡
郡
設
置
の
背
景
説
明
に
属
す
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
穂
積
親
王
（
〜
七
一
五
）
は
天
武
天
皇
の
第
五
皇
子
。
石
上
尊
と
は
石
上
朝
臣
麻
呂
（
六
四
〇
〜
七
一
七
）
の
こ
と
で
、
古
来
の
大
豪
族
・
物
部
連
一
族
の
氏
上
。
藤
原
尊
と
は
藤
原
朝
臣
不
比
等
（
六
五
九
〜
七
二
〇
）
の
こ
と
で
日
本
古
代
国
家
と
藤
原
氏
の
礎
を
築
い
た
巨
人
中
の
巨
人
で
あ
る
。
「
尊
」
の
表
現
は
、
遅
く
と
も
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
の
『
日
本
書
紀
』
以
降
、
天
皇
と
至
貴
の
神
々
に
し
か
許
さ
れ
な
く
な
る
。し
か
し
多
胡
郡
設
置
時
点
で
は
、
多
胡
郡
の
人
々
か
ら
見
れ
ば
雲
の
上
の
人
々
に
対
し
て
使
う
こ
と
が
公
的
に
許
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
も
多
胡
碑
の
真
正
性
の
証
と
言
え
る
。
左
中
弁
多
治
比
真
人
は
、
多
治
比
真
人
氏
の
官
職
・
位
階
の
動
き
か
ら
、
三
宅
麻
呂
と
特
定
で
き
る
。
三
宅
麻
呂
は
律
令
国
家
が
確
立
さ
れ
る
過
程
で
実
に
重
要
な
役
割
を
担
い
な
が
ら
、
最
後
は
伊
豆
島
に
流
刑
と
な
る
と
い
う
波
乱
万
丈
、
数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
た
人
物
で
あ
る
。
三
宅
島
の
名
は
彼
に
基
づ
く
と
伝
わ
る
。
多
胡
碑
と
の
関
係
で
見
れ
ば
、
三
点
、
特
に
重
要
な
点
が
あ
る
。
第
一
。
左
弁
官
の
任
に
あ
る
期
間
が
非
常
に
長
い
。
官
人
と
し
て
の
登
場
か
ら
流
刑
と
な
る
ま
で
の
一
九
年
間
の
う
ち
八
年
以
上
を
左
中
弁
・
左
大
弁
と
し
て
過
ご
し
て
い
る
。
全
て
の
役
所
の
上
に
立
つ
太
政
官
の
事
務
局
を
完
全
に
任
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
し
か
も
左
大
弁
巨
勢
こ
せ
朝
臣
麻
呂
が
陸
奥
鎮
東
将
軍
と
し
て
対
蝦
夷
戦
の
最
前
線
に
い
た
和
銅
二
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
は
、
左
中
弁
の
地
位
で
左
大
弁
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
間
に
多
胡
郡
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
第
二
。
最
初
の
任
命
で
あ
る
大
宝
三
年
（
七
〇
三
）
の
東
山
道
派
遣
以
来
、
多
胡
郡
・
上
野
国
を
含
む
東
山
道
の
事
情
に
精
通
し
、
そ
の
状
況
を
律
令
国
家
の
確
立
に
生
か
し
て
い
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
和
銅
発
見
・
献
上
に
よ
る
改
元
、
和
同
開
の
鋳
造
・
発
行
、
奈
良
遷
都
に
続
く
多
胡
郡
設
置
は
、
議
政
官
の
命
の
も
と
、
彼
に
よ
っ
て
周
到
に
計
画
さ
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
証
拠
が
第
三
で
、
和
銅
発
見
を
受
け
て
の
和
同
開
鋳
造
の
た
め
の
催
鋳
銭
司
さ
い
ず
ぜ
ん
し
の
長
官
と
な
る
な
ど
、
国
家
の
大
事
や
特
別
な
儀
礼
に
関
わ
る
物
の
開
発
・
管
理
を
統
轄
し
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
最
先
端
産
業
地
帯
と
し
て
の
多
胡
郡
の
性
格
と
も
符
合
す
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
三
宅
麻
呂
を
多
胡
碑
に
登
場
さ
せ
た
根
本
的
な
理
由
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
三
宅
麻
呂
の
流
刑
が
養
老
六
年
（
七
二
二
）
で
あ
る
こ
と
は
、
多
胡
碑
の
設
置
が
遅
く
と
も
そ
れ
以
前
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
知
識
｜
思
想
と
活
動
の
方
向
示
し
た
金
井
沢
碑
金
井
沢
碑
は
、
次
の
よ
う
に
採
字
さ
れ
た
。
上
野
國
馬
郡
下
賛
郷
髙
田
里
三
家
子
□
為
七
世
父
母
現
在
父
母
現
在
侍
家
刀
自
他
田
君
目
頰
刀
自
又
兒
加
那
刀
自
孫
物
部
君
午
足
次
刀
自
次
乙
刀
自
合
六
足
又
所
結
知
識
人
三
家
毛
人
次
知
万
呂
鍛
師
礒
マ
君
身
麻
呂
合
三
口
如
是
知
識
結
而
天
地
誓
願
仕
奉
石
文神
龜
三
年
丙
寅
二
月
廿
九
日
第
一
行
の
「
上
野
國
馬
郡
下
賛
郷
髙
田
里
」
の
「
」
は
群
の
異
体
字
だ
が
、
『
康
熙
字
典
』
は
が
正
字
で
群
は
俗
字
と
し
て
い
る
。
群
馬
県
の
紋
章
も
こ
の
形
で
あ
る
。
問
題
は
読
み
で
、
七
世
紀
末
の
藤
原
宮
出
土
木
簡
に
「
上
毛
野
國
車
評
」
と
あ
り
、
一
〇
世
紀
前
半
の
『
和
名
類
聚
抄
』
が
群
馬
を
「
久・
留・
末・
」
と
読
ん
で
い
る
の
で
、
間
の
金
井
沢
碑
の
「
馬
」
も
「
く
る
ま
」
が
ふ
さ
わ
し
い
。
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「
下
賛
」
は
「
し
も
さ
の
」
と
読
め
る
が
、『
和
名
類
聚
抄
』
の
群
馬
郡
の
郷
名
に
「
下
賛
郷
」
は
見
ら
れ
ず
、
地
域
特
定
に
は
至
ら
な
い
。
注
目
さ
れ
る
の
は
國
・
郡
・
郷
・
里
の
表
記
で
あ
る
。『
続
日
本
紀
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
出
雲
国
風
土
記
』
な
ど
か
ら
國
・
郡
・
郷
・
里
の
制
度
は
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）
か
ら
七
四
〇
年
頃
ま
で
の
制
度
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
金
井
沢
碑
は
神
亀
三
年
（
七
二
六
）
だ
か
ら
、
自
ら
真
正
性
を
証
し
て
い
る
。
第
二
行
の
「
三
家
」
は
佐
野
三
家
に
繫
が
る
氏
族
名
と
見
ら
れ
る
が
、
四
文
字
目
は
全
く
読
め
ず
、
碑
を
刻
ん
だ
中
心
人
物
の
名
は
分
か
ら
な
い
。
「
為
七
世
父
母
現
在
父
母
」
の
部
分
は
漢
文
構
文
な
の
で
、「
七
世
父
母
現
在
父
母
」
は
音
読
み
で
も
よ
い
だ
ろ
う
が
、
全
体
が
訓
読
み
基
調
と
見
ら
れ
る
の
で
、
第
一
・
第
二
行
は
続
け
て
「
上
野
國
かみつけののくに
馬
郡
くるまのこほり
下
賛
郷
しもさののさと
髙
田
里
たかだのこざと
の
三
家
みやけの
子
□
、
為ため
ニ
七
世
父
母
ななつぎのちちはは
・
現
在
いまある
父
母
ちちはは
ノ
」
と
読
ん
で
お
き
た
い
。
第
三
行
か
ら
第
五
行
第
五
字
ま
で
は
一
連
の
文
で
あ
る
。
「
現
在
侍
」
は
、『
日
本
書
紀
』
の
古
訓
や
『
続
日
本
紀
』
収
録
の
宣
命
な
ど
を
踏
ま
え
れ
ば
「
い
ま
あ
り
は
べ
る
」
と
読
め
る
。「
家
刀
自
」
は
、「
い
へ
と
じ
」
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
山
上
碑
の
読
み
を
敷
衍
し
て
「
や
か
と
じ
」
と
読
み
た
い
。
家
を
取
り
仕
切
る
主
婦
の
意
と
見
ら
れ
る
。
他おさ
田だの
君きみ
は
ほ
と
ん
ど
読
め
な
い
状
態
に
あ
る
が
、「
現
在
侍
家
刀
自
」と
同
格
に
な
る
。
山
上
碑
で
も
同
格
の
表
現
が
採
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
同
格
表
現
の
採
用
は
、
漢
字
・
漢
文
を
換
骨
奪
胎
し
て
日
本
語
表
現
を
生
み
出
す
過
程
で
の
一
つ
の
工
夫
だ
ろ
う
か
。
目
頰
は
『
日
本
書
紀
』
に
類
例
が
あ
っ
て
「
め
づ
ら
」。
加
那
は
「
か
な
」。
午
足
は
「
う
ま
た
り
」。
は
馬
偏
に
爪
の
国
字
で
「
ひ
づ
め
」
と
読
め
る
が
、
現
在
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
蹄
よ
り
も
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
が
、
残
念
で
あ
る
。
間
を
繫
ぐ
「
又
」
は
「
ま
た
」、「
次
」
は
「
つ
ぎ
」
の
読
み
が
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
子
供
は
父
の
氏
姓
を
継
ぎ
、
結
婚
し
て
も
氏
姓
は
変
わ
ら
な
い
か
ら
、
物
部
君
午
足
の
「
次
」
の
刀
自
ら
の
氏
姓
も
物
部
君
だ
が
、
そ
れ
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。「
口
」
は
人
口
と
言
う
通
り
で
、
六
口
で
「
む
た
り
」
と
読
め
る
。
し
た
が
っ
て
、第
三
行
冒
頭
か
ら
第
五
行
第
五
字
ま
で
は
、「
現
在
いまあり
侍はべる家
刀
自
や
か
と
じ
の
他さ
田の
君きみ
目め
頰づら
刀
自
、
又また
、
兒こ
の
加
那
か
な
刀
自
、
孫まご
の
物
部
君
もののべのきみ
午うま
足たり
、
次つぎ
の（
物
部
君
）
ひづめ
刀
自
、
次
の
（
物
部
君
）
乙おと
刀
自
と
合
あはせて
六
口
む
た
り
」
と
読
め
る
。
目
頰
刀
自
か
ら
乙
刀
自
ま
で
は
五
人
し
か
い
な
い
の
で
、
第
二
行
冒
頭
に
現
れ
る
主
役
、
三
家
子
□
と
合
わ
せ
て
六
人
と
な
る
。
馬
の
蹄
を
孫
の
名
前
に
付
け
る
と
は
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
当
時
、
馬
は
産
業
面
で
も
軍
事
面
で
も
威
信
財
と
し
て
も
最
高
の
価
値
の
一
つ
で
あ
る
。
ス
ー
パ
ー
カ
ー
や
超
高
級
ブ
ラ
ン
ド
名
を
付
け
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
第
五
行
第
六
字
か
ら
第
六
行
に
か
け
て
は
一
連
の
文
で
あ
る
。
「
知
識
所
結
」
と
出
て
来
る
。「
知
識
ち
し
き
」
は
金
井
沢
碑
の
要
点
だ
が
「
所
結
」
を
ど
う
読
ん
だ
ら
よ
い
か
。「
結
ぶ
と
こ
ろ
」と
読
み
、
す
で
に
結
ん
で
い
る
と
解
釈
す
る
見
方
も
あ
る
が
、「
所
＋
動
詞
」
は
、
ど
う
読
ん
だ
ら
良
い
か
。『
万
葉
集
』
と
『
続
日
本
紀
』
が
参
考
と
な
る
。
『
万
葉
集
』
の
「
所
」
用
例
に
は
特
色
が
あ
る
。
全
四
二
一
例
の
う
ち
、「
所
見
」
一
二
五
、「
所
念
」
ま
た
は
「
所
思
」
一
〇
二
、「
所
知
」
三
五
、「
所
聞
」
二
五
で
二
八
七
と
な
り
、
七
割
に
達
す
る
。
と
く
に
一
つ
の
歌
の
中
で
、
あ
る
動
詞
と
所
＋
動
詞
が
一
緒
に
使
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
違
い
が
鮮
明
と
な
る
歌
が
指
針
と
な
る
。
巻
一
の
〇
〇
四
八
番
の
柿
本
人
麻
呂
の
歌
が
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
東
ひむがしの
野
炎
のにかぎろひの
立たつ
所
見え
而て
反かへり見
為
者
す
れ
ば
月つき
西
渡
かたぶきぬ
文
字
を
眺
め
て
い
る
だ
け
で
光
景
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
歌
だ
が
、「
所
見
」
は
「
み
え
」
と
読
み
、「
見
」
は
「
み
」
と
読
ん
で
い
る
。「
所
見
」
は
自
ず
と
見
え
て
い
る
、「
見
」は
主
体
的
意
識
的
に
見
て
い
る
と
い
う
違
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
読
み
は
賀
茂
真
淵
の
読
み
に
す
ぎ
ぬ
と
い
う
説
も
あ
る
の
で
、
同
じ
巻
一
の
〇
〇
六
四
番
、
慶
雲
三
年
（
七
〇
六
）
の
志
貴
皇
子
の
歌
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
芦
邊
あ
し
べ
行いく
鴨
之
か
も
の
羽
我
比
尓
は
が
ひ
に
霜
零
而
しもふりて
寒さむき
暮
夕
ゆうべは
倭やまと之し
所
念
もほゆ
温
度
や
湿
度
、
日
暮
れ
の
色
調
が
直
接
伝
わ
る
文
字
の
選
択
だ
が
、「
念
」で
は
な
く
「
所
念
」
と
あ
る
。「
お
も
ふ
」
で
は
な
く
「
お
も
ほ
ゆ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。
意
識
的
能
動
的
に
「
念
ふ
」
の
で
は
な
く
、
受
動
的
自
ず
と
湧
い
て
く
る
「
念
ふ
」
と
い
う
感
じ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
先
の
歌
〇
〇
四
八
番
と
同
じ
で
あ
る
。
検
証
を
深
め
る
た
め
、
も
う
一
例
挙
げ
て
お
こ
う
。
大
伴
家
持
の
歌
で
あ
る
。
如
是
か
く
許ばかり
面
影
おもかげに
耳のみ
所
念
もほ
者ば
如
何
いかにかも将
為
せ
む
人
目
ひ
と
め
繁
而
しげくて
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「
所
念
」
と
い
う
表
現
に
は
、
ふ
つ
ふ
つ
と
湧
き
上
が
る
切
な
い
思
い
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
『
万
葉
集
』
全
体
で
は
、
所
見
は
「
み
ゆ
（
み
る
＋
ゆ
）」、
所
念
・
所
思
は
「
お
も
ほ
ゆ
（
お
も
ふ
＋
ゆ
）」、
所
聞
は
「
き
こ
ゆ
（
き
く
＋
ゆ
）」、
所
知
は
「
し
ら
す
」
の
読
み
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。「
所
知
（
し
ら
す
）」
は
尊
敬
、
と
く
に
天
皇
の
統
治
行
為
に
関
わ
っ
て
の
用
字
だ
が
、
他
は
自
発
・
受
動
・
可
能
の
助
動
詞「
ゆ
」
を
表
す
表
現
で
あ
る
。
万
葉
の
歌
人
た
ち
は
、
自
発
・
受
動
・
可
能
の
意
図
を
込
め
て
「
所
＋
動
詞
」
と
い
う
表
現
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、『
続
日
本
紀
』
で
は
「
所
念
」
五
四
例
、「
所
知
」
三
二
例
、「
所
思
」
二
〇
例
、「
所
見
」
六
例
、「
所
聞
」
四
例
の
計
一
一
六
例
の
う
ち
、
八
割
の
九
二
例
が
宣
命
の
中
で
あ
る
。
と
く
に
所
念
・
所
聞
は
全
て
宣
命
の
中
で
の
使
用
で
あ
る
。
読
み
も
ほ
ぼ
一
定
で
所
念
・
所
思
は
「
お
も
ほ
す
」、
所
聞
は
「
き
こ
す
」
あ
る
い
は
「
き
こ
し
め
す
」、
所
見
は
「
み
そ
な
は
す
」、
所
知
は
「
し
ら
す
」
あ
る
い
は
「
し
ら
し
め
す
」
で
あ
る
。
全
て
天
皇
が
何
々
を
な
さ
る
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
宣
命
の
中
の
言
葉
だ
か
ら
、
確
か
に
そ
う
だ
ろ
う
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
金
井
沢
碑
の
主
体
は
天
皇
で
は
な
い
。
『
続
日
本
紀
』
の
宣
命
用
例
よ
り
も
、『
万
葉
集
』
で
の
用
例
が
ふ
さ
わ
し
い
。
し
た
が
っ
て
「
所
結
」
は
、「
結
ぶ
」
に
対
す
る
結
ぶ
＋
ゆ
、「
結
ぼ
ゆ
」
と
読
む
の
が
最
も
良
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
「
ゆ
」
は
比
較
的
早
く
「
え
る
」
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
、
読
み
継
ぐ
こ
と
を
考
え
れ
ば
「
結
べ
る
」
で
良
い
だ
ろ
う
。
あ
る
主
体
的
行
動
に
従
属
的
に
結
ば
れ
て
い
く
様
子
を
表
現
す
る
文
言
で
あ
る
。
続
く
「
毛
人
」
は
「
え
み
し
」
と
読
ま
れ
、
小
野
妹
子
の
息
子
や
造
東
大
寺
司
長
官
の
佐
伯
今
毛
人
な
ど
が
自
ら
の
名
に
用
い
て
い
る
。「
鍛
師
」
は
「
か
ぬ
ち
」
と
読
め
、
令
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
鍛
（
師
）
は
「
銅
鉄
雑
器
の
属たぐひを
造
作
す
る
」
技
術
者
と
あ
る
（
職
員
令
しきいんりょう
鍛
冶
司
かぢのつかさ
条
）。「
マ
」
に
見
え
る
文
字
は
「
部
」
の
省
略
形
と
し
て
多
用
さ
れ
た
文
字
で
あ
る
。
礒
マ
で
「
い
そ
べ
」
と
読
む
。
以
上
か
ら
、
第
五
行
第
六
字
か
ら
第
六
行
に
か
け
て
は
、「
又また
、
知
識
ち
し
き
を
所
結
むすべる
人
、
三
家
みやけの
毛
人
え
み
し
、
次つぎ
の
知ち
万ま
呂ろ
、
鍛
師
か
ぬ
ち
礒いそ
マべの
君きみ
身み
麻
呂
ま
ろ
、
合
あはせて
三
口
み
た
り
」
と
読
め
る
。
第
七
行
は
採
字
明
瞭
で
、
先
の
大
伴
家
持
の
歌
を
参
考
に
す
れ
ば
、「
如
是
か
く
知
識
を
結
而
むすびて
、
天
地
あめつち
に
誓
願
こひちかひ
仕
奉
つかへまつる」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。「
如
是
」
は
仏
教
経
典
冒
頭
常
套
句
の
「
如
是
我
聞
」
に
淵
源
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
が
、「
か
く
」
を
表
す
文
言
と
し
て
早
く
か
ら
定
着
し
て
い
た
様
子
が
『
万
葉
集
』
か
ら
う
か
が
え
る
。
誓
願
を
「
こ
ひ
ち
か
ふ
」
と
読
む
の
は
『
日
本
書
紀
』
の
古
訓
に
よ
る
が
、「
誓
願
」
と
い
う
文
言
は
、
法
隆
寺
蔵
の
戊
子
年
銘
釈
迦
三
尊
像
造
像
銘
（
六
二
八
）
以
来
仏
教
関
係
に
は
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
の
、『
古
事
記
』『
万
葉
集
』
に
は
一
例
も
な
い
。『
日
本
書
紀
』
も
推
古
天
皇
条
・
天
武
天
皇
条
の
仏
教
関
係
記
事
に
し
か
出
て
こ
な
い
。『
続
日
本
紀
』で
も
和
銅
二
年
二
月
条
の
筑
紫
観
世
音
寺
関
係
の
記
事
の
み
で
あ
る
。
天
地
は
仏
教
用
語
で
は
な
い
と
見
ら
れ
る
が
、
如
是
、
誓
願
の
文
字
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
仏
教
色
を
強
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
八
行
の
「
石
文
」
は
「
い
し
ぶ
み
」
と
読
む
の
が
順
当
だ
が
、「
い
し
に
し
る
す
」
の
可
能
性
も
あ
る
。
第
九
行
の
「
神
龜
三
年
丙
寅
」
は
七
二
六
年
で
あ
る
。
若
干
の
説
明
を
付
し
て
行
替
え
も
意
識
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。
上
野
國
かみつけののくに
馬
郡
くるまのこほり
下
賛
郷
しもさののさと
髙
田
里
たかだのこざと
の
三
家
みやけの
子
□
、
為ため
ニ
七
世
父
母
ななつぎのちちはは
・
現
在
いまある
父
母
ちちはは
ノ
現
在
いまあり
侍はべる家
刀
自
や
か
と
じ（
家
を
取
り
仕
切
る
主
婦
）
の
他おさ
田だの
君きみ
目め
頰づら
刀
自
、
又また
、
兒こ
の
加か
那な
刀
自
、
孫まご
の
物
部
君
もののべのきみ
午うま
足たり
、
次つぎ
の
（
物
部
君
）ひづめ
刀
自
、
次
の
（
物
部
君
）
乙おと
刀
自
と
合
あはせて
六
口
む
た
り
、
又また
、（
そ
の
）
知
識
ち
し
き
を
所
結
むすべる
人
、
三
家
みやけの
毛
人
え
み
し
、
次つぎ
の
（
三
家
）
知ち
万ま
呂ろ
、
鍛
師
か
ぬ
ち
礒いそ
マべの
君きみ
身み
麻
呂
ま
ろ
、
合
あはせて
三
口
み
た
り
、
如
是
か
く
知
識
を
結
而
むすびて
、
天
地
あめつち
に
誓
願
こひちかひ
仕
奉
つかへまつる
石
文
いしぶみ（いしにしるす）
神
龜
三
年
七
二
六
年
丙ひのえ
寅とら
二
月
廿
九
日
頭
か
ら
ほ
ぼ
語
順
の
ま
ま
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
が
、「
為
七
世
父
母
現
在
父
母
」「
所
結
」「
結
而
」
の
よ
う
に
、
一
部
、
漢
文
固
有
の
構
文
を
借
用
し
て
効
果
的
な
表
現
を
生
み
出
し
て
い
る
。
全
体
を
眺
め
る
と
、
第
一
行
・
第
二
行
、
第
七
行
・
第
八
行
・
第
九
行
は
行
替
え
の
意
味
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
第
三
行
か
ら
第
六
行
ま
で
は
一
連
の
文
と
な
っ
て
い
る
。碑
文
全
体
の
構
造
は
次
の
形
と
見
ら
れ
る
。
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第
一
行
碑
文
作
者
の
所
在
地
第
二
行
碑
文
作
者
と
碑
文
作
成
の
対
象
第
三
〜
第
六
行
碑
文
作
者
に
賛
同
・
参
加
し
た
者
と
そ
の
関
係
第
七
行
碑
文
作
成
の
目
的
第
八
行
碑
文
と
し
た
こ
と
の
確
認
第
九
行
碑
文
作
成
の
年
月
日
山
上
碑
も
そ
う
だ
が
、
日
本
語
碑
文
は
行
替
え
に
意
図
と
工
夫
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
漢
文
碑
が
行
替
え
よ
り
も
何
字
×
何
行
と
い
う
形
に
こ
だ
わ
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
多
胡
碑
で
は
両
者
の
性
格
が
補
完
し
あ
っ
て
い
る
。
金
井
沢
碑
で
課
題
と
な
る
文
言
は
「
知
識
」
で
あ
る
。「
知
識
結
而
」「
知
識
所
結
」
と
あ
る
か
ら
講
の
よ
う
な
集
団
と
映
る
が
、
三
つ
の
課
題
が
あ
る
。
第
一
の
課
題
は
「
知
識
」
と
は
何
か
。
『
国
史
大
事
典
』
は
、
知
識
を
「
仏
像
や
堂
塔
な
ど
の
造
立
に
、
金
品
を
寄
進
し
て
助
け
る
こ
と
。
そ
の
事
業
に
協
力
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
人
や
、
そ
の
金
品
」
と
解
説
し
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
読
む
と
、
非
常
に
一
般
的
で
あ
っ
た
と
考
え
が
ち
だ
が
、『
日
本
書
紀
』『
古
事
記
』『
万
葉
集
』
に
は
用
例
が
な
い
。『
続
日
本
紀
』
も
「
知
識
」
七
例
、「
智
識
」
七
例
の
み
で
、
し
か
も
用
例
が
偏
っ
て
い
る
。
「
智
識
」
七
例
は
全
て
「
智
識
寺
」
と
い
う
特
定
の
寺
を
指
し
、「
知
識
」
も
東
大
寺
大
仏
造
立
関
係
五
例
（
天
平
十
五
年
十
月
の
造
立
の
詔
の
中
の
二
例
と
大
仏
造
立
へ
の
知
識
物
献
上
三
例
）
と
各
地
の
国
分
寺
へ
の
知
識
物
献
上
二
例
だ
け
で
あ
る
。
初
出
は
天
平
十
五
年
（
七
四
三
）
で
金
井
沢
碑
よ
り
十
七
年
も
遅
い
。
他
方
、
金
石
文
や
写
経
奥
書
な
ど
で
は
例
が
多
く
、
早
く
も
六
二
三
年
と
見
ら
れ
る
癸
未
年
銘
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
如
来
像
光
背
銘
に
現
れ
る
が
、
当
初
は
講
の
よ
う
な
集
団
で
は
な
く
、（
善
）
知
識
の
元
々
の
意
味
で
あ
る
仏
教
信
者
を
指
す
。
講
と
そ
の
行
動
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
行
基
（
六
六
八
〜
七
四
九
）
に
率
い
ら
れ
て
の
土
塔
（
大
阪
府
堺
市
中
区
土
塔
町
）
建
立
な
ど
が
初
期
の
典
型
例
で
あ
る
。「
遣
諸
同
知
識
尓
入
八
月
卅
日
」と
へ
ら
描
き
さ
れ
た
瓦
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
土
塔
建
立
は
神
亀
四
年
（
七
二
七
）
と
考
え
ら
れ
、
金
井
沢
碑
の
一
年
後
で
あ
る
。
参
加
者
二
千
人
ほ
ど
と
推
定
さ
れ
、
規
模
は
か
な
り
違
う
が
、
金
井
沢
碑
は
講
と
し
て
の
知
識
を
刻
ん
だ
最
初
の
例
の
一
つ
と
見
て
よ
い
。
第
二
の
課
題
は
金
井
沢
碑
の
知
識
の
構
造
で
、
左
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
【
知
識
を
率
い
る
人
々
】
三
家
子
□
（
物
部
君
某
知
識
に
預
か
ら
ず
）
物
部
君
午
足
（
物
部
）
刀
自
?三
家
）
加
那
刀
自
（
物
部
）
乙
刀
自
現
在
侍
家
刀
自
他
田
君
目
頰
刀
自
【
知
識
に
預
か
る
人
々
】
三
家
毛
人
・
知
万
呂
、
鍛
師
礒
部
君
身
麻
呂
三
家
氏
嫡
系
の
意
識
が
非
常
に
強
い
。
子
は
父
方
の
氏
姓
を
継
承
し
結
婚
後
も
変
わ
ら
な
い
か
ら
加
那
刀
自
の
氏
姓
は
三
家
で
あ
る
。
そ
の
子
は
物
部
君
午
足
・
刀
自
…
と
書
か
れ
る
か
ら
、
彼
女
は
物
部
君
某
に
嫁
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
物
部
君
某
は
碑
面
に
は
登
場
し
な
い
。
彼
は
知
識
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
。
三
家
毛
人
・
知
万
呂
は
三
家
氏
の
傍
流
と
し
て
「
知
識
所
結
人
」
と
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
他
田
君
目
頰
刀
自
を
わ
ざ
わ
ざ「
現
在
侍
家
刀
自
」と
書
い
た
の
は
、
彼
女
が
三
家
氏
で
は
な
い
が
、
ま
さ
に
「
家
刀
自
」
と
し
て
三
家
家
を
取
り
仕
切
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。「
か
か
あ
天
下
」
の
原
像
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
。
奇
妙
な
の
は
、
血
縁
と
は
見
ら
れ
な
い
鍛
師
礒
部
君
身
麻
呂
の
参
加
で
、
鍛
師
の
役
割
が
、
こ
の
知
識
に
と
っ
て
重
要
な
何
か
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
第
三
の
課
題
は
「
知
識
結
而
」
何
を
し
た
か
で
あ
る
。
文
面
は
ま
る
で
石
の
連
判
状
だ
が
、
何
を
し
た
か
が
文
面
か
ら
で
は
読
め
な
い
。
祖
先
供
養
は
確
か
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
「
知
識
結
而
」
と
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。「
知
識
」
の
語
で
仏
教
信
者
を
強
調
し
た
と
し
て
も
「
合
六
口
知
識
」
の
表
現
で
十
分
で
は
な
い
か
。
そ
う
問
い
か
け
る
理
由
が
幾
つ
か
あ
る
。
一
つ
は
、『
日
本
霊
異
記
』全
一
一
六
話
の
う
ち
七
話
に
知
識
の
語
が
出
て
く
る
が
、
全
て
僧
侶
や
国
司
に
率
い
ら
れ
て
造
寺
・
造
塔
・
造
仏
、
写
経
・
納
経
な
ど
の
行
動
を
起
こ
し
て
い
る
。
三
家
子
□
ら
は
ど
ん
な
行
動
を
起
こ
し
た
の
か
。
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二
つ
目
は
、
知
識
を
率
い
た
行
基
を
評
し
て
、『
続
日
本
紀
』が「
親みづから
弟
子
等ども
を
率
ゐ
て
、
諸
もろもろの
要
害
ぬ
み
の
処
に
橋
を
造
りつつみを
築つ
く
。
聞きき
見
る
こ
と
の
及
ぶ
所
、
咸みな
来
り
て
功
を
加
へ
、
不
日
ふ
に
ち
に
し
て
成
る
。
…
時
の
人
号なづ
け
て
行
基
菩
薩
と
曰
ふ
。
留
止
と
ど
ま
る
処
に
は
皆
道
場
を
建
つ
。
そ
の
畿
内
に
は
凡およ
そ
九
四
十
処
、
諸
道
に
も
亦また
往
々
ところどころに
在あ
り
」（
天
平
勝
宝
元
年
二
月
条
）
と
書
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
行
基
の
活
動
は
、
僧
侶
た
ち
だ
け
の
狭
義
の
仏
教
的
営
み
か
ら
、
多
く
の
人
々
の
参
加
を
得
て
の
社
会
的
活
動
へ
と
展
開
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
活
動
を
「
福
田
（
ふ
く
で
ん
）」
と
言
う
と
、『
仏
説
諸
徳
福
田
経
』
な
ど
は
記
す
。
造
寺
な
ど
の
仏
教
事
業
だ
け
で
な
く
、
架
橋
・
渡
船
、
医
薬
施
療
、
井
戸
掘
り
・
便
所
の
設
置
、
植
樹
や
園
池
の
造
成
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。行
基
の
活
動
そ
の
も
の
で
あ
る
。
知
識
を
率
い
福
田
を
具
現
す
る
指
導
者
が
「
菩
薩
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
も
分
か
る
。「
菩
薩
」の
用
例
が
仏
・
菩
薩
と
そ
の
像
、
戒
の
名
称
に
集
中
す
る
中
で
、
『
続
日
本
紀
』は
、
僧
侶
と
し
て
は
行
基
た
だ
一
人
を
菩
薩
の
語
で
評
し
て
い
る
。
し
か
も
「
時
の
人
号
け
て
」
と
あ
る
か
ら
、
人
々
の
評
価
で
あ
る
。
天
皇
や
国
家
に
よ
る
称
号
で
は
な
い
。
ま
た
、
そ
の
活
動
を
見
る
と
、
志
を
支
え
る
多
様
な
技
術
力
、
優
れ
た
経
営
力
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
金
井
沢
碑
建
立
の
半
世
紀
の
後
、東
国
に
も
菩
薩
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
現
れ
る
。
そ
の
名
も
緑
野
寺
みどのでら
を
拠
点
と
し
た
道
忠
どうちゅうと
、
道
忠
の
弟
子
で
下
野
国
大
慈
寺
を
拠
点
と
し
た
広こう
智ち
で
あ
る
。
二
人
と
も
生
没
年
が
不
詳
だ
が
、
最
澄
・
円
澄
・
円
仁
と
い
う
天
台
宗
創
立
者
た
ち
の
伝
記
か
ら
活
動
が
知
ら
れ
る
。
円
澄
は
道
忠
か
ら
最
澄
に
預
け
ら
れ
て
第
二
代
天
台
座
主
と
な
り
、
広
智
の
弟
子
・
円
仁
は
第
三
代
天
台
座
主
と
な
り
慈
覚
大
師
の
号
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
道
忠
の
名
は
、
最
澄
が
延
暦
十
六
年
（
七
九
九
）
比
叡
山
上
に
一
切
経
五
千
巻
を
備
え
よ
う
と
し
た
時
に
現
れ
る
。「
東
国
化
主
道
忠
禅
師
と
い
ふ
者
あ
り
。
是
は
此
れ
大
唐
鑑
真
和
上
持
戒
第
一
の
弟
子
な
り
。
伝
法
利
生
、
常
に
自
ら
事
と
為
す
。
遠
志
に
知
識
し
大
小
経
律
論
二
千
余
巻
を
助
写
す
」
と
あ
る
（『
叡
山
大
師
伝
』）。
授
戒
制
度
確
立
の
た
め
、
度
重
な
る
遭
難
を
乗
り
越
え
て
来
日
し
た
戒
律
の
師
・
鑑
真
第
一
の
弟
子
、
法
を
伝
え
衆
生
に
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
を
専
ら
と
し
た
と
い
う
評
価
は
行
基
に
も
繫
が
る
。
弟
子
・
円
澄
の
伝
記
の
中
で
「
十
八
で
道
忠
菩
薩
に
事
へ
る
。（
道
）
忠
は
鑑
真
の
神
足
な
り
。
…
忠
、（
円
澄
の
）
懇
誠
を
愍
ん
で
菩
薩
戒
を
授
け
、
名
を
法
鏡
行
者
と
す
」（『
元
亨
釈
書
』）
と
記
さ
れ
る
。
道
忠
も
菩
薩
と
呼
ば
れ
、
地
域
の
人
々
を
支
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
叡
山
大
師
伝
』
は
、
続
い
て
「
是
時
、
信
濃
国
大
山
寺
の
正
智
禅
師
あ
り
。
上
野
国
千
部
知
識
の
列
に
預
か
り
二
百
部
法
華
経
を
助
写
す
。
…
諏
訪
大
神
、
託
宣
し
て
云
は
く
、
我
、
千
部
知
識
に
預
か
ら
ん
と
欲
す
」
と
、
諏
訪
大
神
ま
で
が
知
識
に
参
加
す
る
こ
と
を
求
め
た
と
記
し
て
い
る
が
、「
知
識
」の
表
現
は
、
こ
の
箇
所
だ
け
に
集
中
し
て
現
れ
て
い
る
。
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
広
智
も
ま
た
、
円
仁
の
卒
伝
に
「
国
人
、
広
智
菩
薩
と
号
す
」（『
三
代
実
録
』
貞
観
六
年
正
月
十
四
日
条
）
と
あ
る
。
金
井
沢
碑
に
は
明
示
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
上
野
・
東
国
の
知
識
は
道
忠
・
広
智
、
円
澄
・
円
仁
を
生
み
出
し
、
日
本
仏
教
の
基
礎
を
作
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
上
野
三
碑
の
世
界
的
な
重
要
性
上
野
三
碑
そ
れ
ぞ
れ
の
碑
文
を
、同
時
代
史
料
と
突
き
合
わ
せ
て
読
ん
で
き
た
。
歴
史
の
流
れ
や
考
古
学
的
知
見
と
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
上
野
三
碑
が
刻
む
内
容
は
さ
ら
な
る
深
み
を
見
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
採
字
、
釈
読
、
解
明
と
い
う
段
階
で
言
え
ば
、
ま
だ
第
二
段
階
に
過
ぎ
な
い
。
今
後
の
解
明
が
期
待
さ
れ
る
が
、
そ
の
展
望
も
踏
ま
え
て
、
上
野
三
碑
世
界
記
憶
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
（
横
島
庄
治
会
長
）
は
、
上
野
三
碑
の
世
界
的
な
重
要
性
と
し
て
五
点
を
強
調
し
て
い
る
。
①
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
端
の
地
へ
の
渡
来
文
化
（
漢
字
、
仏
教
、
政
治
・
社
会
制
度
）
の
伝
播
と
受
容
②
渡
来
文
化
の
日
本
的
変
容
と
普
及
③
多
民
族
共
生
社
会
の
証
④
現
代
に
つ
な
が
る
東
ア
ジ
ア
と
の
文
化
交
流
⑤
地
域
が
守
っ
て
き
た
歴
史
遺
産
来
年
度
授
業
に
お
い
て
は
、
こ
の
五
点
に
足
場
を
置
き
、
そ
の
内
実
を
、
東
ア
ジ
ア
に
連
な
る
日
本
史
全
体
の
中
で
位
置
づ
け
直
す
こ
と
に
力
を
注
ぎ
た
い
。
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